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1　緒

　入間の食物に対する嗜好は、その時々の体の状態の要

求に応じて変化すると恥うレ・くつかの報告があるが、 妊

娠、麟、授乳期においても食物に対ず1纏好の変化が

あり、特に妊娠中には酸味を好む傾向が強いことが知ら

れている遡。食物調理の観点からこの変化の様相を把擦

しておくことは、母体の栄養確保上重要であると考え、

酸味を中心とした妊産婦の嗜好に関する 研究に着手し

た。食物の酸味には各種の有機酸が色々な割舎で関与し

口

ておりa、また酸味に組合わされる酸味以外の味、匂

い≦口当りな どの影響も考えられ・酸味そのものの解開

も簡単ではないが、今回ほまず単一の酸を用い、ゼリー

の形で妊娠、産褥中における嗜好の変化を官能テストの

方法で調べ、 これを調査Aとした。また妊婦と非妊婦の

酸味嗜好がどのように異っているかを知るために質問紙

法による調査を行い、 これを謁査Bとした。

豆 調 査 A

第1妥　試料の配合割合

　1．研究方法
　（1）研究対象：愛育病魂産科外来を訪れた初診時妊婦

59名、同病院の母親学級（妊婦をその撰娠月数によって

4つのクラスー‘…①4．5か月、②6，㌘か月、③3，9か舟、

④9，10か月・一に分けて月1回指導が行われ・同』蜂婿が

全過程を完了してから出産を迎えることになっている）

に出席した妊婦108名、同病院で出産した産祷婦54名、

対照は女子大学生50名、助産婦24名、当研穽所の女悔20

名である。

　（2）官能テストに用いた試料の調製法＝官能テネトに

用いた試料の酸の種類、酸味濃度召ト及び替料調合比は栄

養研究員によるプリテストで決めた。 すなわちク尋ソ酸

．コ．、ク酸．リソゴ酸雁酸・酢酸槽石酸の中・ 研究

員畷鵬んだ酒礁を酸源とし・その濃度をよ脚搬

畷も融つた13・4×1・一4mo1（嘩2・6）を中心としてそ

轟購い・8．3×10－4m・1・（頭2・8）とζれよ 膿い1融
k10一‘mo1（舜2．5） のき段階とし、ごれを第1表に歩す

よ独齢の画歌としてテストに供した・、騨の調

騨まず寒天・鱒及び鷲齢して加熱し・5分間沸
騰後70℃に冷し・酒石酸・色累フレーパーを加え温水で

定量迄メスナッブし、これをアルミケ㌘スに20戚ずつ流

鷲鍵登『 弱 中1 強

酒石酸濃度ド瓢Ml13悩MI1響M
吻繍磁溶液1 λ5m♂1

4．0 5．5

薦　　副 1亀・gl Lε．1
18．0

1毯紫食麟剰 α3m弓 α31 0．3

4％レモンエッセ
ス溶液（明治屋）

1、bm4 L・1
1．O

畷寒天剥 α591 軌51 O．5

水　　道　　水
77，7明 7臥21 74．7

計　1 1億gI 100．0 1QO．0

水紫イオソ強度
年8（嘩）1 2．61 2．5

して冷し固めた。

　（3）官能テストの方法＝上記のようにして用意した弱

・中・強の酸味度をもつ3種類のゼリーを1組として任

意に並べ、水を添え、被験者には試食順序（左から右へ）

と試食方法（水を飲み口内に残る前の試験品の聴を除い

てから次に移る）を指示し・まず酸味爾強弱の順序を判

定記載させ、次に被験者が最も好む味を記させた。
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日本総合愛育研究所紀要

　官能テストは7月から翌4月の間に行ったので対象に

よりテスト実施の季節が異なる。官能テストの実施揚所

としては初診妊婦には栄養相談室ζ 毎親牽廠ゐ婬撫に壱ま1

講義室、産響婦には入院室、女子大生には教室、助産婦

には講義室・研究所員には官能検査室を用いた。検査を

実施した場所は、’いずれも冬期の暖房はあったが夏期の

冷澱働1なく・・テス塒の環畢一惣こすることはで

きなかった。

　2．　研究成績及ぴ考察

　（1）酸味度に対する識別能（酸味度判定の正解率）；

対象がどの程度まで3試料の酸味の強弱を正しく識別で

きるかについてみると（第2衷）、正解率は対照84％に

対し妊婦64％で妊婦の正解率は有意・（危険率1％）に低

い。産褥婦の易合は76％と大分上昇したが、尚対照より

低い・欄の正解率を鱗月数別にみる梯2表に示す
ように妊娠5か月が最低で56％、即ち半数近くが誤解答

を出している。その後正解率はしだいに上昇し、妊娠末

期には産褥期とほぽ同水準に達した6 このことは味覚と

妊娠の生理的変化過程との間に何等かの関係があるので

はないかとの印象を与える。一方妊娠初期には心理的不

　第2表　酸味度に対する

　　　　　妊婦、産褥婦および対照婦人の正解率

第7集

対 象　　　延人数（名）　正解率（％）

妊

婦

　21

～
42

才
）

妊

娠

月

数

別

初
産
経
産
別

年

令

別

妊娠2～3ヵ月

　　　4ヵ月

　　　5ヵ月

　　　6 ヵ月

　　　7ヵ月

　　　8ヵ月

　　9～10カ月

48

30

50

5艮

62

54

51・

63

63

57

63

64

67

73

初　　産　　婦

経　　産　　婦

不　　　　　明

282

63

　1．

65

63

／

3（）才　以　下

30才　以上
不　　　　明

301

42

3

63

76

／r

計 346 64

産褥婦（23～お才） 54 76

対
照
パ

「22

～
57

才
）

女　子　大　生

　　産　　婦

　究　所　員1

50

420”

88

190

計． 94 84

安牢さが正解率を低下させている可能性も考えられる。

．もし登理的不安定ざが正解率に影響を与えるとすれば、

r初産婦と経産婦・或いな妊婦の隼令による正解率の相違

があるかもしれない。今回の対象では第2表に示すよう

に初産と経産との間には殆ど正解率の相違が見出されな

かった。しかし妊婦の年令について30才以下と以上に分

けてみると5％の危険率で正解率に有意差があり、30才

以上の場合産褥婦とほぽ同程度の高い正解率を示した。

板橋、吉川等51によると女子大生の味覚感度に関する研

究では、ここでも味覚感度は低年令よりも高年令にゃや

齊い傾向を示している。これらから・妊婦に正解率が低

いのは、あながち生理的変化によるばかりとは言えない

ように思われる。尚妊婦において誤解答の内容を検討す

ると・弱と中又は中と強の区別～即ち酸味度の差ゐ小さ

い場合に刺定を誤らた者が70％を占め、桟り
の30％は3

つり璽繋く騨騨叡てい凱 こ頒難即非正
解著と肉傾向宅あった。

・Gregson6川はクエン酸を用いて、 酸味度の域値に対
する照明度の影響を観察しているが、今回行ら・たテ凱一．ト

には照明に対して特別の考慮は払6ていない5ρ

　（2）酸味に対する嗜好；酸味に対する妊婦・産褥婦お

よび対照の嗜好は第3表の通りで、妊婦の嗜好は酸味の

弱中強に対し38・35・㍗％とほぼ同程度の分布を示すの

に対し、産褐婦及び対照は中が最高で約与0彩、．次が弱で

第3表妊婦・産褥婦およぴ対照の酸

　　味に対する嗜姓分布

　　　妊婦 産褥，婦　対照

』（％）　346　54　94
全

対50

に40

　30
味20

好10

解 10

1ミ20

姦3・

妹 40

・好50

目國 口
酵酸酸

：弱； 中 一強1

静好好
む1むキ

一工80呼



　　　　　　　　土井他：婬塀中に諮ける取降嗜好り変化について

第俵妊娠月数別酸難好分布　、　が減じ・9・1・か月も同傾向で灘こ強への分布が減少』

匿嶽嫁弱珊勧の

口■酸殊強一好ももo

あり、強に対しrては産禰婦約15％・対照約10％の分布に

すぎない。即ち産褥婦は酸味度の正解率においても、酸

味嗜好においても婬婦よりむしろ対照に近い傾向を示し

た。又酸味に対する嗜好傾向は酸味度に対する正解者も

非正解者も殆ど同じ傾向であった。

　次に妊婦の妊娠月数別に酸味噌好傾向をみると第4表

の様になる。2・3か月と4か月は嗜好分布の形が類似

し、弱に50％近く、残りが中と強壱ヒほぽ同程度に分布し

ている。5か月、6か月・7か月には弱への分布が減少

して、弱・中・強への分布がかなり平均化されている。

8か月では分布の最高が中に移り、強い酸に対する嗜好

　　第廠個別酸味嗜好過程（妊婦29名の追跡調査）

する。以上のことから酸味に対する好みは妊塀月数と共

に変化してくることを伺うことができる・即撫娠の初

期には非妊鰍砒べて鰍の弱と強を好むものが多く・

中期に頗に強を好む者が増え勘ミ・後期になると嗜好

の山は中に移り強い酸昧を好む者が激少し産褥期と同じ

傾向となり、かなり非妊婦の嗜好分布型に近づく。し塑

し妊娠月数駄碓駒噺の雍化蝉ずしも鰍峨
さと甲脚関駝保？｛￥即1・つまり妊娠月靴郷

　　第6表　 出生児の性と1妊娠中琴おける酸聴嗜好

　　　　との関係（％分布）
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嚇が強い方に傾くとか、弱い方昏瀬くとか≧一

概にいい切ることはできない。これは次の経時的

に妊娠期簡を追跡するこ≧のできた29桝をみると

更に萌らかになる （第5表）。

　同一妊婦の妊娠経過に伴う嗜好変化をみる≧、

妊娠中酸味嗜好の変化しなかったもの6名で、こ

の中3名は好みが常に中にとどまり、3名は弱の

まま経過した。3名は妊娠中にその嗜好が酸味の

弱い方から強い方に移行し、その中’ 名は弱み強

に、 2名は弱→中に変化した。又6名は初期から

中期にかけて、強又嫉中を好み・末期により弱い

域の方に嗜好が移ってきている。残りの14名は婬

娠中の酸味嗜好の変化が一定の方向をとらず、不

規則に変化しており、この中7名は妊娠中期に酸

味の弱いものを、4名は逆に中期に強いものを好

むようになり、3名はテストの度に殊レ誘きな変

化の巾を示した。官能テスト開始時の妊娠月数が

妊婦によって4乃至6か月と異るのでその後のテ

スト時期も異り、従って、これらの嗜好の変化点

がどヒにあったかを明確にする・富はできなか？

た。又個々の嗜好変化の様相からみて、少なくと
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日本総合愛育研究所紀要

噸礁殊に関しては妊羅過と妊娠中の酸購好と
φ間琴直接の関係があるとは考えられない。

　なお、・生理的変化と嗜好との関係に関する文献庇はあ

まり按しないが・・結核患者の嗜好調査3レ・によると、油？・

こヤ・もの、甘いも¢）、、特殊な香りや辛みめものが嫌いに

なり、あっさりしたむのv酸っぱいものが好きになる傾

向があらたといら。文山内等は、』成人の結核患者は発病

前の小児期に酸味食品を好んでいたと報告している。

　出生児り性と妊娠時の酸味嗜好との関傑は第6表のよ

うで総体申崔は性差によ多雌味嗜辱の驚は認夢争れなか

った。妊娠月数別に検討すると“、妊最2l　r3』か月蒔には

那雌、 女脚産の瀦とも噛順鱗高いものヵ・ら

恥中嘩飾ったが湧励鵬はその勾配が急鰭
好は酸味鷹）韓い方に著しく題いていお。ド5か月時には男
児の場合、嗜野順位は中・強・弱、女犀の場合は・弱・・

強・中と頓 た・7胡では・那鰯・中強のII贋序

第7集

に対し、女児の場合は、 強・ 中・弱の順序となり、男児

娼産の場合より、強い酸味を好む傾向を示した。しかし

8か月時には男児は中・肇・弱、女犀は翼、・中 ・強ゐ順

となり、酸味嗜好の傾向はプか月時と逆転した。他の時’

期におけ砺女間の卸魂甥らカ・でない．こ描の
礁からする．と、出生児4）性≧妊娠時の母の酸味嗜好とゐ

間には特別の関係はなヤ・ようにみえる。、

　？わり症状の程度・1尿蛋白g浮腫などの臨床症状と酸

味幣の間に尋ま湘鄭なカらた1

鵬の囎は晦鯵融嘩好融う曇ピ嫡と いぢ

一般的な印象と必ずしも一致しない。しかし調査例数も

充分とはいえず、酸味も酒石酸に限られており、調理形

態弊天ゼリrとい猫殊な形を用いたので、識らの
成績から妊婦の酸味嗜好に対する一般的結論を導くこと

はできない。妊婦の嗜好検索に関する研究方法を開拓す

る端緒になれば幸いである。

皿、調 査 　B

1．綱査方法

（1）調査対象＝調査対象は曜秘3年1‡月から45年8月

までに愛育病院の母親学級に出席した姓婦119名と、対

駅して蹴所恥好姓課健豚び当病院の保健
指導部を該れた母親の208名である。

（亭）輝究琳調査閣鮒縦用意し誠嫌対し
ては母親学級に出席の都度これを渡し1酸味紀ついての

嗜好が好き、普通、嫌いの中何れに該当するかを質問

し洞時断備糠特に好き鹸物・第るい瞭いな
食物が南れぱそれをあげさせた。 非妊婦に対 し七は同様

な調査を1回だけ行なった。

第了表　年令層別験味噌好（非妊婦）

年 令1　　　　ド　　　　　19㌧29才

灌い・6人
好　　　　　き

ふ つ　　う

嫌、　　　い

39％
40

2夏

『3。一39才 1　　　　40～53才

62人／鰍
24％
44

32

20

36

42

．2， 結果艮び考察

非妊婦の酸味k対する嗜好を19㌧29才“30～39才、40

才以上に分けて検討する・と第7表のように若年層ほど酸

味を好む者が多く｛高年暦ほど・これを嫌う者が多い傾向

を示した。又好きな食品 として酢の物・寿司。果物・サ

．第9表

第8表　年令層別、好きな食品として

　　　　　帯酸味食品をあげた者（非妊婦）

羨騎轟障陰圏

ラダ等のような帯酸味食品を掲げた者が若年層ほど多く

∫第8表）、酸除嗜好と年令との間に一定の傾向が認めら

静た。

　　　　　　ト
欄の妊娠月数別鰍嚇（19～29才年令⑳

愚1摯響綜昊 15ヵ月16ヵ月17ヵ月1 8カ月Ig剰．．1嘲
62人

1好　　　・』き

　」 つ　　

系8％
39

13

64％
24

聖2

60％
31

6

55％
36

9

57％
35

8

52％一
　」44

4

51％
43

6

50劣
42

8

86人 95人 』71人 1 68人 26人
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土井他＝錘娠中に挙ける酸味嗜好の変化について

第10表　　好きな食物と して帯酸味食品を掲げた妊婦（19～29才年令層）

妊　娠　月

調 査

17ヵ月』18勇月 lg規1。カ月

　　117人187刈89人137人
45％14・％い9％レ33％

　対象妊婦の年令はほとんどが30才以下であっ牽ので妊

婦の酸味嗜好を対照の 19ダ29才膚と比鮫 すると（第9

表》、 どの妊娠月令においても酸味を好む者が対照より

多く、嫌猪が対照よ妙なかった・ 又同辛励曜
による擁時の麟とく勢て綱卿傾向螺められ
た。　しかし対照非妊婦との差ほど著し くなヤ・。　これはヨド

鱗の講という中騨・，既嘩娠してかゆもの糖

蜘てい胴齢が考崩れ多謀鑓参伽るい瞼
　第11表 妊娠中における酸味嗜好り蒙化（U9名）

妊娠月数

寒前より好き

になった

ホ

前
と

同
じ

好　き

ふつう

嫌　い

合　計

邪前より嫌い
になった．

4ヵ月1

41％1

3正

io

　4

45

14

5カ月

27％

36
ソ　・

18＿

　4

158

い5・

6ヵ月

14％

45

．24 r

　5

74

L2

7ヵ月1 8ヵ月協月

15％［H％［9％

46

2α

　4

70

15

41

32

3

176

卜3

44

30』

5

79

い2

べた吻として撒搬融耕儲曝をよ19函掘
の非妊婦5・％に対し晦4姻で昏よ74辮示し炉そみ

後は50％を前後ずる程度であった r（第10表）6

次に同一欄につい毎娠時期による鰍嚇の変化

を追跡すると （第蕨）、前よ嫌いゆったどい猪

は常に12～15％で妊嫁月数による差異はほとんゼみうれ

なかった。1これに対し前より好きにならたという者は、

4か月に最高で41％を示したが、5か月、6か月と減少

して賜となり、初後雌野なく 9～1・か肛9％
となった．坊鱗蛎嘆づヒリなかっ緒解囁合は常

に最高で、’ことに6が月以降は70％を；えている。その

内初めから好きであったという者が過半数を占め、前か

ら嫌いであったという者は10％に満たなかった。

、1以一ヒの結果賠調査Aの結果とに必ずし榔一致せず妊娠

中殊にその初期に酸味を好むようになるという一般の印

象を支持する。両調査の結果の差異は内容の不一致とい

うよりむしろ研究方法の相違に起因するもののように思

われる。

＊箭とは妊娠4～5ヵ月の場合は、非妊娠時をさす・

　それ以後の場合は前回の調査時をさす。

　　　　　　　　　　　　　　　　、】V．総

①妊蝋中における酸味嗜好め変化を槍討するきめA

・B2っ鵬査膜施した。A幽右酸を瞬源とする

ゼr ー鰍騨テ外岬蘭紙法嘩騨
査である5
　②　調査Aの調査対象は愛育病院産科外来および母親．

学纏細名と町．入駒騨略蝿は
非妊婦94名そある。

6酒右酸勘一の酸味度を畔2，5・12・6・2・8の誰

階と康場合、鰍度輔り翻翻する正癬は脚
84％に対し、1妊婦64％、産褥姥ケ6％ と何れも対照挙’g侮1

く、殊に妊婦の場合は有意に低かった。正解率を妊姫月

細廟祝5朔澱低嫌しだ砿上勉ている・．
文妊輌正解率は初産娠継駒間でrは撫がなかっ

燃年繍以下の轡糊曝害僻よ』騨に．
低い正解率を示した。

　④酸味に対する嗜好は、対照及び産縛婦では、酸味

度中を好む者が最も多く、次が弱、強が最低であった

が、妊婦の場合は酸味度の弱中強にほ嘩同程度の分布を

　　　括

示し対照よ1りも多少酸味の強いものを培鞭傾向を歩し

た．臓月数別廟る1と滅娠の初鼎ま対照喚べて弱

と強への分布が多い測輔に壱ま弱の分布遡じ鱗へ

の分布を増した♂後期にな』ると中へめ分布が増し・ 産褥

期と同じ傾向となり、酸味の弱中強に対し、期な’り対照

に近》・嗜好躰を尉ようになる5』即蝉咋と聯

中め麟嗜賊の間に磯卿係は聯せな施塵9、
⑥毎娠中麟酌に官能テズト族施 し癖妊聯例

・にりき個々に嗜好傾向を追跡すると㌔その中23例は妊娠

、中に多少と繊蝿筋聯するゐが御察さ舜・しか

し変化の仕加一撫な丁ぐ澱賭好に逸郁外ソ
騨すF’とはできなかぢた越りの1即聯嗜好

”に変化がみられなかった。

◎ ．調細腺囎学轡1騨な轡1弊と
対照非妊婦208名「であるじ

　⑦非妊婦kおいては若年層ほど酸味を好む者が多

　く、好きな食品として帯酸味食贔を掲げた者が多かっ

た。
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　③妊婦の酸味嗜好はすべての妊娠月数ぞ非妊婦より、

酸味を好む者の割合が高く、嫌う者が少なかった。又好

きな食品として帯酸味食品をあげたものが2～4か月の

1妊嫌に多かった。

　⑨　同一妊婦について婬娠時期による酸味嗜好の変化

を追跡したところ、酸味を前よφ も好きになったと恥う

者は4かβが壕高で後、著しく減少した。前より嫌いに

なった者は妊娠月令に関係なく常に少なかったび

⑩調査AとBから得られ酷果瞳ずしも諏しな

かった。主因は調査方法の相違にあると思われる。

終籾麟たり・終鞭勧下さ いまし』
難科部

畢をはじめ、愛育病院産科の方々に深蹴致します。
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